
領域 科目名 単位 時間数 対象学年 開講時期 担当講師 

統合分野 在宅看護援助論 １ 15 ２年次 7月 木村浩美 

授業概要 

 在宅看護概論で学んだ対象の特性、看護が行われる場の特性等を基に、さらに具体的に在宅看護の 

対象、方法、特徴的な看護について学ぶ。 

 

到達目標 

1. 在宅看護における保健福祉に関する制度と、それらの制度がどのように運用されているかについて 

理解する。 

2. 在宅における関係職種との連携と、その中における看護職の役割について理解する。 

 

使用教材 

テキスト：系統看護学講座 統合分野 「在宅看護論」（医学書院） 

参考文献等：国民衛生の動向、医療福祉保健ガイド 

評価 

  筆記試験 

 

授業計画 

時間・回数 授業内容 方法 

4時間・2回 

 

 

1.対象となる個人とその家族 

 1）在宅療養者の特徴   

2）在宅療養成立の条件 

 3）家族のヘルスケア機能 

4）家族の健康管理の必要性 

2.在宅療養者の権利保障 

3.在宅看護介入時期別の看護の特徴 

 

講義 

4時間・2回 

 

4.訪問時の看護者の姿勢・態度 

5.訪問看護の実際：家族・介護者への援助・支援 

6.在宅看護における継続看護 

 

 

講義 

6時間・3回 

 

7.在宅看護における安全性の確保 

 1）在宅看護におけるリスクとは 

 2）医療事故防止 

 3）感染防止 

8.療養上の安全確保の実際 

 1）転倒予防、窒息予防など 

 2）緊急時の対応  など 

9.災害時の対応 

10.訪問看護師の医療行為と特定行為 

 

講義 

1時間・1回 筆記試験 

 

 

備考 

 

 

 


